
監査及び監査法人の
透明性の向上と監査品質

グローバル
会計・監査
フォーラム

　

英
国
で
は
、
以
前
か
ら
監
査
報

告
書
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
金
融
危
機
後
、
監
査
報

告
書
の
情
報
価
値
の
強
化
に
対
す

る
投
資
家
の
声
が
強
く
な
っ
た
。

会
社
の
財
務
報
告
に
対
す
る
批
判

と
と
も
に
、「
監
査
人
は
何
を
し
て

い
た
の
だ
？
」
と
い
う
疑
問
が
呈

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
財
務
諸
表
の

作
成
お
よ
び
監
査
の
過
程
に
お
け

る
経
営
者
お
よ
び
監
査
人
の
判
断

の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

や
会
社
の
開
示
、
監
査
に
対
す
る

投
資
家
の
信
頼
を
再
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
２
０
１
３
年

に
、
経
営
者
や
監
査
委
員
会
に
よ

る
報
告
の
強
化
と
併
せ
、
監
査
報

告
書
の
長
文
化
が
行
わ
れ
た
。
監

査
報
告
書
に
は
、
監
査
意
見
に
加

え
、
監
査
人
が
評
価
し
た
財
務
諸

表
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
等
が

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
世
界
中
で
監
査
報
告
書
の

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

英
国
に
お
い
て
、
長
文
化
し
た

監
査
報
告
書
は
投
資
家
か
ら
歓
迎

さ
れ
、
多
く
の
監
査
人
が
、
投
資

家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
革
新

的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｃ
は
、
10
年
に
公

表
、
16
年
に
改
訂
さ
れ
た
。
ア
ー

サ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
の
崩
壊
を

受
け
、
大
規
模
監
査
法
人
の
消
滅

に
よ
っ
て
監
査
市
場
の
集
中
が
進

み
、
市
場
の
信
頼
性
が
揺
ら
ぐ
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
と

し
て
検
討
が
始
ま
っ
た
。
リ
ス
ク

の
軽
減
の
た
め
に
は
、
監
査
法
人

の
良
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
透
明
性
報

告
が
重
要
と
考
え
ら
れ
た
。
独
立

非
業
務
執
行
役
員
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の
選

任
や
上
場
会
社
の
株
主
と
の
直
接

対
話
が
規
定
さ
れ
た
点
が
画
期
的

だ
。
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
独
立
的
な
立
場
か

ら
、
監
査
法
人
内
外
に
お
い
て
意

見
発
信
し
、
株
主
の
意
見
を
伝
え

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

社
会
の
期
待
に
応
え
、
監
査
品

質
を
ど
う
す
れ
ば
向
上
で
き
る
の

か
、
こ
れ
が
現
在
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
監
査
品
質
に
対
し
て

責
任
を
有
す
る
の
は
監
査
人
で
あ

る
が
、
経
営
者
、
監
査
役
等
、
株
主
・

投
資
家
、
規
制
当
局
等
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
も
監
査
品

質
に
影
響
を
与
え
る
。
適
正
な
財

務
報
告
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
と

も
に
、
監
査
の
有
効
性
を
再
点
検

す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

監
査
品
質
の
向
上
の
た
め
に
、

監
査
法
人
と
監
査
業
務
の
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
で
の
透
明
性
の
向
上

が
問
わ
れ
て
い
る
。
本
年
３
月
公

表
の
監
査
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
（
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｃ
）
で
監
査
法
人

の
運
営
の
透
明
性
の
向
上
が
求
め

ら
れ
、
監
査
業
務
の
透
明
性
の
向

上
の
た
め
に
、「
監
査
上
の
主
要
な

事
項
（K

e
y
 
A
u
d
i
t
 
M
a
t
t
e
r
s

：

Ｋ
Ａ
Ｍ
）
」
の
監
査
報
告
書
へ
の
記

載
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

本
日
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に

議
論
さ
れ
る
Ｋ
Ａ
Ｍ
と
、
運
用
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｃ
に

つ
い
て
、
英
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
で

実
質
的
に
意
味
の
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
の
議
論
を
行
っ
て
い
く
。

監
査
お
よ
び
監
査
法
人
に
関
す
る

情
報
開
示
を
拡
充
し
て
透
明
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
監
査

品
質
に
関
す
る
世
の
中
の
理
解
が

進
み
、
建
設
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
に
よ
り
、
監
査
品
質
の
向
上
ひ

い
て
は
財
務
報
告
の
質
の
向
上
を

も
た
ら
す
と
い
う
好
循
環
の
流
れ

を
作
り
た
い
。
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ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

日
本
公
認
会
計
士
協
会
副
会
長

高
濱　

滋 

氏

投資家に信頼される監査報告を投資家に信頼される監査報告を 透明性と監査品質の向上目指す議論を透明性と監査品質の向上目指す議論を

　

グ
ラ
ボ
ウ
ス
キ
ー　

利
用
者
は
、

監
査
に
関
す
る
一
般
的
な
説
明
で
は

な
く
、
そ
の
監
査
に
お
い
て
、
監
査

人
が
何
を
検
討
し
た
の
か
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
監
査
を
適
切
に
評
価
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
Ｋ

Ａ
Ｍ
は
、
そ
の
企
業
の
監
査
に
固
有

の
表
現
で
記
述
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

ク
ー
プ
マ
ン
ズ　

導
入
初
年
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
投
資
家
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
独
立

監
査
人
の
洞
察
を
提
供
、
財
務
報
告

の
品
質
向
上
な
ど
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
記
載
が
多

い
の
は
、
の
れ
ん
の
減
損
、
在
庫
の
評

価
、
収
益
認
識
な
ど
で
、
業
種
に
よ
っ

て
傾
向
は
異
な
る
。
経
営
陣
や
監
査

委
員
会
と
の
早
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
読
者
を
意
識
し
た
記
述
、
品

質
管
理
が
、
信
頼
さ
れ
る
監
査
報
告

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

レ
ッ
ツ　

Ｋ
Ａ
Ｍ
は
英
国
の
監
査

人
に
と
っ
て
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
ト
ピ
ッ
ク
だ
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
監
査
人
の
働
き
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
機
会
と
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
被
監
査
会
社
の
経

営
陣
や
監
査
委
員
会
が
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
記

述
に
介
入
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
な

い
。
監
査
人
が
「
株
主
に
伝
え
る
」
使

命
を
再
確
認
し
つ
つ
Ｋ
Ａ
Ｍ
に
情
熱

を
傾
け
る
こ
と
が
、
監
査
報
告
書
の

品
質
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

伊
東　

監
査
報
告
書
が
資
本
市
場

の
発
展
に
資
す
る
べ
き
と
の
観
点
か

ら
登
場
し
た
Ｋ
Ａ
Ｍ
は
、
画
期
的
だ
。

従
来
、
株
主
や
投
資
家
に
は
知
り
得

な
か
っ
た
情
報
が
開
示
さ
れ
る
意
義

は
大
き
い
。
監
査
人
独
自
の
判
断
に

よ
る
記
述
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、

企
業
が
情
報
開
示
の
姿
勢
を
変
え
る

こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　

大
場　

監
査
報
告
書
を
着
実
に

読
み
こ
な
す
投
資
家
こ
そ
、
わ
が
国

に
必
要
だ
。
先
行
事
例
で
は
、
投
資

家
と
の
関
係
で
い
い
効
果
が
生
ま

れ
て
い
る
た
め
、
わ
が
国
で
も
早
期

の
導
入
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
、

「
長
文
化
」「
透
明
化
」
と
い
う
直
訳

が
実
態
と
そ
ぐ
わ
な
い
感
も
あ
る
。

「
利
用
者
本
位
の
監
査
報
告
」
な
ど
、

わ
か
り
や
す
い
用
語
に
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

酒
井　

国
際
財
務
報
告
基
準
（
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
に
比
べ
て
日
本
基
準
の
開

示
は
注
記
情
報
が
少
な
く
、
監
査
人

に
よ
る
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
的
確
な
記
述
が
課

題
と
な
ろ
う
。
資
本
市
場
に
は
、
様
々

な
企
業
の
中
身
を
知
り
た
い
と
い
う

欲
求
が
あ
る
。
監
査
人
側
に
も
、
数

字
だ
け
で
な
く
事
業
そ
の
も
の
と
対

峙
し
、
書
く
べ
き
こ
と
は
書
く
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
方
向
性

と
し
て
は
導
入
に
賛
成
だ
。

　

島
崎　

長
文
化
の
議
論
は
、
10
年

前
の
会
計
基
準
国
際
化
を
想
起
さ
せ

る
。
Ｋ
Ａ
Ｍ
に
関
し
て
、
被
監
査
会
社

と
監
査
人
が
衝
突
す
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
こ
れ
こ
そ
長
文
化
の
メ
リ
ッ

ト
で
は
な
い
か
。
企
業
側
が
恩
恵
を

感
じ
る
要
素
が
あ
れ
ば
、
双
方
の
協

力
が
進
む
。「
株
主
に
伝
え
る
」
こ
と

を
重
視
し
、
品
質
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

古
澤　

従
来
の
監
査
で
行
っ
て
き

た
プ
ロ
セ
ス
を
踏
襲
す
れ
ば
、
長
文

化
は
そ
れ
ほ
ど
負
担
で
は
な
い
と
い

う
声
が
あ
る
一
方
で
、
実
務
上
の
課

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
新
制
度
の

導
入
は
、
あ
る
種
の
文
化
的
挑
戦
と

い
っ
た
面
が
あ
る
。
わ
か
り
や
す
く

特
色
の
あ
る
監
査
報
告
を
実
現
す
る

た
め
の
、
関
係
者
一
同
の
旅
路
の
始

ま
り
が
今
で
あ
ろ
う
。

　

増　

財
務
諸
表
作
成
者
の
立
場
か

ら
は
導
入
を
歓
迎
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
導
入
す
る
以
上
、
意
味
あ
る
制

度
と
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
特

に
、
負
の
未
公
開
情
報
の
取
り
扱
い

が
決
め
手
と
な
ろ
う
。
こ
れ
を
監
査

法
人
が
記
載
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企

業
経
営
に
新
た
な
規
律
を
も
た
ら
す

も
の
で
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
と
し
て
は
前
向
き

に
捉
え
る
べ
き
面
も
あ
る
。

　

住
田　

Ｋ
Ａ
Ｍ
は
決
ま
り
文
句
に

な
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
、
英
国
の

よ
う
に
、
監
査
人
が
実
施
し
た
監
査

に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
す

る
こ
と
を
重
視
す
る
制
度
に
育
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。 

注
記
に
対
す

る
ス
タ
ン
ス
も
課
題
だ
。
意
義
あ
る

新
制
度
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

　

グ
ラ
ボ
ウ
ス
キ
ー　

監
査
法
人
と

監
査
報
告
書
の
読
者
、
被
監
査
会
社
と

の
対
話
を
促
す
点
で
、
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
英
国
で
は
２
０

１
６
年
の
改
訂
で
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
１
人
に

監
査
ま
た
は
会
計
の
経
験
が
要
求
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ド
の
目
的
が
監

査
品
質
に
関
連
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

ク
ー
プ
マ
ン
ズ　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
監
査
品
質
の
指
標
（
Ａ
Ｑ
Ｉ
）
と

し
て
８
項
目
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
パ
ー
ト
ナ
ー
の
監
査
時
間

は
５
％
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
比
率
は
１
対
15
な
ど
と
、
規

制
当
局
に
よ
る
目
標
値
も
あ
る
。
監

査
人
と
の
新
規
契
約
や
再
任
な
ど
の

際
に
、
監
査
委
員
会
に
提
供
さ
れ
る
。

　

レ
ッ
ツ　

英
デ
ロ
イ
ト
で
は
３
人

の
実
業
家
を
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
選
任
し
て
い

る
。
独
立
性
を
確
保
し
、
監
視
お
よ
び

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
セ
ス
へ
の
関
与

を
行
う
な
ど
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

そ
の
立
場
は
、
議
決
権
の
な
い
取
締
役

と
い
っ
た
も
の
だ
。
16
年
版
コ
ー
ド

に
従
い
、
投
資
家
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
定

期
的
な
会
合
も
開
催
し
て
い
る
。

　

伊
東　

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
大

部
分
は
自
明
の
こ
と
と
言
え
そ
う
だ

が
、
近
代
的
法
人
に
脱
皮
す
る
道
標

と
な
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
監
査
報
告
書
利
用
者
と
の
対
話
を

規
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
画
期
的
だ
。

Ａ
Ｑ
Ｉ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
被
監

査
会
社
は
独
自
の
判
断
基
準
を
有
し

て
お
り
、
必
要
な
情
報
な
の
か
吟
味

が
必
要
だ
ろ
う
。

　

大
場　

Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
規
定
さ
れ

た
社
外
取
締
役
と
同
様
の
流
れ
と
理

　

監
査
品
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た

改
革
に
お
い
て
、
わ
が
国
は
出
発
点

に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
新
制
度
の
導

入
は
、
監
査
法
人
、
監
査
チ
ー
ム
が
主

体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
だ
が
、

日
本
公
認
会
計
士
協
会
と
し
て
も
積

極
的
に
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
支
援
も

重
要
で
、
財
務
諸
表
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
取
り
組
み
に
向
け
力
を

入
れ
て
い
く
所
存
だ
。
先
行
国
の
事

例
や
課
題
を
参
考
と
し
た
今
回
の
議

論
が
、
新
制
度
導
入
、
ひ
い
て
は
資
本

市
場
発
展
に
向
け
て
の
一
助
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

解
し
て
い
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
に
関
し
て
は
項

目
や
目
標
値
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の

実
情
に
合
わ
せ
た
検
討
が
必
要
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
も
、
監
査
法
人
の
「
見
え

る
化
」
に
貢
献
す
る
と
期
待
で
き
る
。

　

觀　

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
は
、
外
部
視
線
か
ら

の
助
言
・
提
言
、
関
係
者
と
の
対
話
促

進
な
ど
、
多
様
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
望
む
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
に
比
較
可
能
性
を
持

た
せ
れ
ば
、
監
査
法
人
の
経
営
の
見
え

る
化
に
貢
献
す
る
。
利
用
者
と
の
対
話

は
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
か
っ
た
が
、
監

査
法
人
と
し
て
も
好
ま
し
く
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ａ
と
も
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　

島
崎　

監
査
法
人
の
選
任
・
再
任
に

あ
た
っ
て
、
被
監
査
会
社
は
す
で
に

詳
細
な
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
い
る
。
こ
れ
と
は
異
な
る
Ａ
Ｑ
Ｉ

の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

会
計
業
界
と
資
本
市
場
の
対
話
は
、

ぜ
ひ
行
う
べ
き
。
監
査
品
質
の
向
上

が
期
待
で
き
、
資
本
市
場
の
発
展
に

資
す
る
か
ら
だ
。

　

高
濱　

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
、
株
主
・

投
資
家
と
の
対
話
に
つ
い
て
、
議
論

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
点
は
、
監
査

法
人
が
外
部
に
向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
監
査
法
人

の
経
営
の
透
明
性
向
上
の
た
め
、
さ

ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
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クープマンズ 氏

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
進
む

監
査
品
質
指
標
の
運
用

増 氏

未
公
開
情
報
の
開
示
や

Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
役
割
に
注
目

古澤 氏

実
務
上
の
課
題
も
踏
ま
え

具
体
的
検
討
始
め
る

酒井 氏

資
本
市
場
の
欲
求
に
合
致

課
題
は
的
確
な
記
述

住田 氏

先
行
国
の
設
計
を
参
考
に

意
義
あ
る
新
制
度
を

大場 氏

求
め
ら
れ
る
監
査
報
告
書
を

読
み
こ
な
す
投
資
家

伊東 氏

意
義
の
大
き
い
株
主
や

投
資
家
へ
の
情
報
開
示

島崎 氏

会
計
基
準
国
際
化
を
想
起

企
業
側
の
恩
恵
に
も
配
慮

グラボウスキー氏

究
極
の
目
的
は

監
査
の
信
頼
性
の
強
化

伊東 氏

監
査
事
務
所
が
近
代
的

法
人
に
脱
皮
す
る
道
標
に

觀 氏

ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
を

羅
針
盤
に
監
査
品
質
向
上
を

レッツ 氏

独
立
性
を
確
保
し
て

役
割
を
果
た
す

大場 氏

利
用
者
本
位
の
制
度
設
計
で

監
査
法
人
の「
見
え
る
化
」を

島崎 氏

対
話
は
監
査
品
質
向
上
と

資
本
市
場
発
展
に
資
す
る

出
発
点
に
立
っ
た
改
革
を

協
会
と
し
て
積
極
的
に
支
援

クープマンズ氏

経
営
陣
、監
査
委
員
会
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

グラボウスキー氏

対
話
を
促
す

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
大
き
な
役
割

レッツ 氏

Ｋ
Ａ
Ｍ
は
監
査
人
の

働
き
を
示
す
よ
い
機
会
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